　現代国際社会論　月曜一限　佐藤寛　試験問題
2006年7月24日実施　問題用紙

制限時間　90分　教科書・ノート類持ち込み不可

■問1　(10点)

　以下の略語で示された組織の日本語名称を書きなさい

a) JICA

b) JBIC

c) WFP

d) WHO

e) UNDP

■問2　(40点)

　以下の語句の日本語訳を記し、それぞれの語句の内容を、指定された語彙を用いながら50字以内で説明しなさい

a) PHC (Primary Health Care)

　指定語彙：一次医療、コミュニティー、ヘルスボランティア

b) HDI (Human Development Index)

　指定語彙：UNDP、1990年、経済開発
c) GNI (Gross National Income)

　指定語彙：世界銀行、国際比較、経済開発

d) JFM (Joint Forest Management)

　指定語彙：住民組織、森林官、森林保全
e) DRF (Drug Revolving Fund)
 　指定語彙：初期投資、自律性、基礎薬剤
f) Rice Bank

　指定語彙：相互扶助、生存戦略、端境期
g) GAD (Gender and Development)

　指定語彙：ジェンダー平等、性別役割、男性の巻き込み

h) 適正技術　《編注：この問題は、語句の日本語訳は不必要と思われる》
　指定語彙：土着の文化、持続可能性、

■問3　(11点)

　以下の文章の (  ) 内に当てはまる言葉を、下の語彙の中から選んで、記号で答えなさい。

●明治期の日本の政策は (①　   ) (② 　  ) (③ 　  ) という3つの (④　   ) 戦略で彩られている。 (①   ) は、送れて工業化を開始した国の｢追いつき戦略｣として重要である。 (②   ) は、国家に忠誠を誓う平民による近代的軍隊を作ることが第一の目的であったが、それ以上に｢国民教育｣の効果が大きかった。まず (⑤　   ) 年に (⑥　   ) を制定し、義務教育制度を導入した。また、疫病の流行があれば労働力や兵士の調達に支障をきたすので、 (⑦　   ) 年に、 (⑧　   ) を制定し、公衆衛生・保健教育などが着手された。 (③   ) は意識改革でもあった。どのような途上国でも (④   ) を最初に受け入れるのは (⑨　   ) であり、明治二本におけるそのショーケースは西洋式建築のダンスホール (⑩　   ) であった。コレは｢遅れている｣日本を何とか西洋化して、外交的悲願であった (⑪　   ) を達成しようとする涙ぐましい努力の一環であった。
●問3の語彙

a 1868、b 1872、c 1874、d 1899、e 和魂洋才、f 文明開化、g 富国強兵、h 一億火の玉、
i 殖産興業、j 高度成長、k 教育基本法、l 普通教育法、m 学制、n 医療、o 工業化、p 近代化、r 機械化、s 貧困層、t 中間層、u 上流階級、v 鹿鳴館、w 学士会館、x 韓国併合、y 条約改正、z 国連加盟　《編注：選択肢qはありません》
■問4　(13点)

　以下の文章の (     ) 内に当てはまる言葉を、下の語彙の中から選んで、記号で答えなさい。

●すべての社会は欧米社会が辿った経路を経て近代化していく、という考え方を (①     ) 近代化論と呼ぶ。この考え方は一刻は\が経済成長をすれば、その果実はすべての国民に行渡るはずである、という (②     ) と相まって、第二次世界大戦後の多くの途上国の開発戦略を形作った。しかしながら、 (③     ) 年代になると、｢先進国／途上国｣の差は一向に縮まっていないことが明らかとなり、近代化論への批判が噴出する。その先陣を切ったのが、 (④     ) 地域で生まれた (⑤     ) であった。 (⑤   ) は途上国の発展が進まないのは、開発の速度の問題ではなく、途上国に (⑥     ) 化が起こっているからであるとする。そして (⑥   ) は、 (⑦     ) とそれに従属させられている (⑧     ) の間の歴史的所産であると分析した。コレに対して地球資源の有限性から近代化論に修正を迫るのは (⑨     ) 発展論であり、その端緒となったのは、 (⑩     ) 年に (⑪     ) が発表した｢成長の限界｣という報告であった。また、地球環境や伝統技術などと適合的な技術を用いて近代化しようとするのは (⑫     ) で、代表論者にシューマッハーが挙げられる。日本に生まれたユニークな選択的近代化論に、鶴見和子らが唱える (⑬
     ) 発展論がある。
●問4の語彙

a 1960、b 1970、c 1972、d 1974、e 1980、f 単線的、g 複線的、h 内発的、i 成長論、
j 均霑論、k 従属論、l 第三世界論、m 低開発、n 未開発、o 持続的、p ラテンアメリカ、q アフリカ、r 適正技術論、s 環境技術論、t ローマクラブ、u UNDP、v 軍事大国、
w 経済大国、x 中枢諸国、y 旧植民地、z 衛星諸国
■問5　(18点)

　以下の言葉の反対語(7文字以内の一語)を記し、その言葉を選んだ理由を20字以内で記しなさい。

a) 近代化

b) エリート

c) 参加型開発

■問6　(8点)

　以下のポスターは数年前の青年海外協力隊の隊員募集ポスターである。

キャプションには以下の文章が添えられている。

｢今、NGOが盛んに語られているが、おなじみJICA (の)青年海外協力隊もガンバッている。西アフリカ・ガーナに派遣された山田章吾隊員(23)は、日本の高専で身につけた溶接技術を教える一方、現地で柔道の指導に当たって地元に食い込む、食い込む！その貢献がたたえられて、ついには｢酋長｣の称号をもらってしまった。スゴイぞヤマダ！
　感謝される人生―――チンタラしてちゃあ、はじまらないっての！｣

もし、このポスターの作成者にあなたが感想を送るとしたら、どのようなことを書くか、400字程度で記しなさい。

　(＊場合によっては、本当にJICAの担当者に伝える可能性がありますが、その場合は匿名性を確保します)。
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